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１．研究計画の概要 

本研究では相互行為における応答の力が
基礎となり，子どもと養育者の双方が責任を
徐々に発達させると考えて責任が文化的に
形成される仕組みを探求する．(1)乳児の規則
性を用いた行動の相互調整，(2)初期音声コミ
ュニケーションにおける音楽性，(3)乳幼児に
よるエージェンシーの表示と解釈，(4)相互行
為としての模倣活動について検討を進めて
いる． 
 
２．研究の進捗状況 
 H19 年度から，日本国内において乳幼児が
いる家庭を定期的に訪問し，養育者－乳幼児
間の身体的相互行為，初期音声コミュニケー
ション，やりとり活動，模倣活動に関する動
画資料を収集している．また米国及びアジ
ア・アフリカ諸国でも上記に対応する動画資
料の収集を行っている．これまでの分析から
以下のパースペクティブが得られた． 
 近年の赤ちゃん研究は，母子間相互行為を
社会システムが形成される過程だと見てい
る(Kaye,1982; Tomasello,1999)．ここでいう社
会システムは，個々のメンバーが相手の行動
を予期できることおよび共通の目的をもつ
ことを要件としている．この要件を満たし，
社会システムに参加できるようになって初
めて，子どもはその社会で育まれてきた文化
を学習し始める． 
 だが私たちの調査データによれば，乳児が
他者の意図を理解するずっと以前から養育
者は乳児をその文化に特徴的な活動の枠組
みに巻き込もうとしている．乳児は近接する
文脈に応答し，その参与形式は日々質的に変
化していく．この見方をとれば，文化は（近

年の赤ちゃん研究が仮定するような）心の中
に構築されるシステムではなく，子供と他者
が協働して社会的な意味を実現する，行為の
組織だといえる．そして乳児を含む相互行為
の分析を進めることで，赤ちゃん研究の中心
に文化にまつわる考察を位置づけるととも
に，これまで行為と意味の問題を扱ってきた
人類学，社会学，言語学などに近年の赤ちゃ
ん研究の成果を接合することができる． 

上のパースペクティブを得て，代表者と研
究協力者との協働のもとで，(1)共同注意と社
会的参照についての相互行為論的分析，(2)
養育者の乳児音声に対する聴覚的な感受性
の発達的変容，(3)双方向のやりとり活動を可
能にする条件，(4)幼児における自己の発言の
誤解に対する修復，(5)相互行為の発達過程に
おける記憶の働き，といった研究が進んでい
る． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
本研究の目的の達成に向けて，「５. 代表

的な研究成果」にあげたような，多くの研究
成果があがってきている．具体的には，2010
年 5 月時点で 23 本の論文，３冊の図書など
をまとめている．また旅費等の助成を受けた
招待講演はこの３年間に 10 件に上る．これ
は，本研究が国内外でその学術的価値を高く
評価されていることを示している． 

また代表者及び研究協力者は国際的な情
報発信にも積極的で，上記の招待講演を除い
てもこの３年間で 22 件の国際シンポジウム
や国際学会で発表を行っている（このうち５
つのセッションは，代表者がオーガナイザー
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を務めたものである）．また国内では 16 件の
発表がある（このうち５つのセッションは，
代表者がオーガナイザーを務めたものであ
る）．これらのシンポジウムや学会を主催す
る研究分野は，人類学，心理学，赤ちゃん学，
言語学，社会学など多岐にわたる．これは，
代表者が自ら組織を率いて積極的に研究成
果を発信していること，並びに本研究の成果
が幅広い分野で受け入れられていることを
示している． 
 
４．今後の研究の推進方策 

世界の様々な地域（日本を始めとするアジ
ア，北中米，アフリカ）で養育者－子ども間
相互行為についての動画資料，およびこれと
比較するための大型霊長類の動画資料を収
集する．各研究項目について今後の研究計画
の基本方針を記す． 
(1)乳児の規則性を用いた行動の相互調整 
 子どもは優れた能力を備えて生まれるが，
それへの社会の対応は様々である．養育行動
がどう形成され，子どものどんな感覚運動的
行動を引き出すのかを明らかにする． 
(2)初期コミュニケーションにおける音楽性 
 乳幼児に向けた呼称，子守歌，音楽的な遊
びでは，しばしば洗練された形式が発達して
いる．こうした形式やその基底にある規則の
多様性を明らかにする．また乳児の発声がど
のように組織化されるのかを分析する． 
(3)エージェンシーの表示と解釈 
 やりとり活動の基礎となる共同注意及び
社会的参照に関する分析を進め，養育者によ
る促し，指さし，命令などが乳幼児の注意を
獲得する諸条件を明らかにする． 
(4)相互行為としての模倣活動 
 行為連鎖という視点をとりいれることで，
心理学的な模倣研究の視座を拡張し，実際に
文化が創造・再創造される過程を論じる． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0 件） 
 
○取得状況（計 0 件） 
 
〔その他〕 
(1)本研究プロジェクト独自の日本語版並び
に 英 語 版 の ウ ェ ブ サ イ ト を 作 成 し て
<http://www.cci.jambo.africa.kyoto-u.ac.jp/>，随
時更新中である． 
(2)また代表者が推進する京都大学乳幼児発
達研究グル－プの「赤ちゃん研究員」制度
<http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/~sitakura/infant_s
cientist.html>とリンクさせて，毎年調査に協
力してくれる子どもとその保護者に向けて
研究成果をわかりやすくまとめた報告書を
発行している． 
(3)公開行事としては，2010 年 1 月に京都大学
アフリカ地域研究資料センターの「公開講
座」の一環で「育む」と題した一般向けの公
開講演を行い，約 30 名の参加者があった．
また代表者が定期的に主催する責任の文化
的形成セミナーは，一般の聴衆も参加が可能
で広く案内を送っている．第 1 回(H20.2)～第
7 回(H21.12)の参加者数はそれぞれ約 25 名，
27 名，44 名，17 名，31 名，54 名，14 名で
あった． 


